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2022 年 3 月 30 日 

デジタルアーツ株式会社 

PRESS RELEASE 

「i-FILTER」と「ｍ-FILTER」 、アンチウイルス・サンドボックスを新オプションとして提供開始 

ホワイト運用による安全性に加え、リアルタイム判定で利便性も向上 

 

情報セキュリティメーカーのデジタルアーツ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：道具 登志夫、以下 デジタル

アーツ、証券コード 2326）は、Web セキュリティ製品「i-FILTER」とメールセキュリティ製品「m-FILTER」に、アンチウイルス・サンドボ

ックス機能「Anti-Virus & Sandbox」を新オプションとして追加し、5 月 10 日に提供開始することを発表します。 

ホワイト運用による安全性に加え、リアルタイム判定で利便性も向上 

デジタル化やテレワークが進む昨今、マルウェアに感染させる攻撃手法は高度化・巧妙化し、増加傾向にあります。利用してい

るソフトウェアやサービスの脆弱性からの侵入、Web アクセスやメールの添付ファイルからの感染が多く見受けられ、その攻撃手

法は、もはや目視では判断がつきません。また、テレワークの普及により、クラウド製品の利用も拡大しているため、クラウド環境

でのセキュリティリスクにワンストップで対処することが可能なセキュア Web ゲートウェイなど、広範なセキュリティ対策が可能な製

品のニーズも急速に高まっています。 

デジタルアーツは、安全な Web アクセスを実現する「i-FILTER」と安全なメールを受信する「m-FILTER」を提供しております。こ

の「i-FILTER」と「m-FILTER」が長年収集した URL とメール情報のデータベースを活用することにより、デジタルアーツが安全と判

断した Web サイトとメールのみアクセス・受信できる「ホワイト運用」を実現し、ご利用ユーザー1,000 万人※1の ICT 環境を既知・未

知のマルウェアの脅威から守り、本日までマルウェア感染被害報告ゼロ※2を継続しております。 

 この「ホワイト運用」に加えて、新オプションとして「Anti-Virus & Sandbox」を追加することにより、安全な Webサイト・メールからの

安全なファイルのダウンロード・受信を実現し、セキュリティレベルが向上します。 

また、新オプションとして搭載される「Anti-Virus & Sandbox」は、デジタルアーツが選定した最高水準のエンジンを使用しており、

該当のファイルのマルウェア判定をリアルタイムに確認できるため、利便性の向上にも寄与します。さらに、同一製品内でワンスト

ップにマルウェア判定を行うことで、ログの一元管理も可能となり、昨今のクラウド環境におけるセキュリティ対策ニーズに対応しま

す。 

今後も、混乱する社会情勢に乗じたサイバー攻撃の増加が予測され、既存のセキュリティ対策の見直しが急務となっております。

デジタルアーツは、新オプションの提供により、ユーザー様をはじめ、より多くの企業・団体のセキュリティ対策を安全面だけでなく

利便性の面でも支援してまいります。 
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オプション機能「Anti-Virus & Sandbox」の詳細 

■「i-FILTER」＋「Anti-Virus & Sandbox」 

「i-FILTER」は、検索サイトでヒットする国内の Webサイトの URLをコンテンツの URL まで含めてデータベースに登録しており、

有害サイトやデータベースに未登録の URLをブロックします。URLのアクセス先からダウンロードされるファイルの安全確認を行う

機能は、「ダウンロードフィルター」として搭載しており、ダウンロードファイルの拡張子を自動でリスク判定し、危険性のあるファイ

ルや、サイトに直接埋め込まれたマルウェアのダウンロードをブロックします。 

 

「Anti-Virus & Sandbox」では、「ダウンロードフィルター」でブロックしたファイルを、アンチウイルスでファイルのハッシュ値とウイ

ルス定義ファイルへのスキャンを行い、危険と判定されればそのままブロック、もし安全と判定されればダウンロードを許可しま

す。アンチウイルスの定義ファイルにない場合は、サンドボックスでマルウェアの振る舞い検知（挙動から悪意のあるプログラムを

識別して検出する方法）を実施し、危険と判定されればブロック、安全と判定されれば許可します。「ホワイト運用」によってブロック

対象となったファイルの中身を確認できるため、セキュリティが強固になります。 

また、セキュア Webゲートウェイとして「i-FILTER」にアンチウイルス・サンドボックスの機能を必要とされるお客様の要件も満た

します。 

 

■「m-FILTER」＋「Anti-Virus & Sandbox」 

「m-FILTER」は、安全な送信元の IPアドレスとメールドメインの組み合わせをデータベースに登録しており、データベースに登

録されていない送信元からのメールは、マクロ有無や拡張子などで判定しています。添付ファイルの安全確認を行う機能は、「添

付ファイル偽装判定機能」として搭載しており、多重拡張子や禁止拡張子、マクロ含有といった添付ファイルの偽装判定を行って

います。 

 

「Anti-Virus & Sandbox」では、「添付ファイル偽装判定」でブロックしたファイルを、アンチウイルスでファイルのハッシュ値とウイ

ルス定義ファイルへのスキャンを行い、危険と判定されればそのままブロック、もし安全と判定されればダウンロードを許可しま

す。アンチウイルスの定義ファイルにない場合は、サンドボックスでマルウェアの振る舞い検知を実施し、危険と判定されればブロ

ック、安全と判定されれば許可します。「ホワイト運用」によってブロック対象となったファイルの中身を確認できるため、セキュリテ

ィが強固になります。 
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■対象製品 

「i-FILTER@Cloud」通常版、「m-FILTER@Cloud」（誤送信対策版を除く）、「m-FILTER」Ver.5.6 以降 

■価格 

1 ライセンス当たり月額 200 円（消費税抜き） 

なお、年間契約が必要となります。 

 

■機能説明ブローシャ 

①i-FILTER@Cloud Anti-Virus & Sandbox ブローシャ 

 

②m-FILTER@Cloud Anti-Virus & Sandbox ブローシャ 

 

 

※1 2022 年 3 月時点における「i-FILTER」Ver.10、「m-FILTER」Ver.5、「i-FILTER@Cloud」、「m-FILTER@Cloud」のユーザー数（自社調べ） 

※2 2022年 3月時点における「i-FILTER」Ver.10、「m-FILTER」Ver.5、「i-FILTER@Cloud」、「m-FILTER@Cloud」のユーザー数および同ユーザー

のマルウェア感染被害報告件数（自社調べ） 
 

デジタルアーツ株式会社 概要 

Web、メール、ファイルなどのセキュリティソフトウェアの提供を核に事業展開する情報セキュリティメーカーです。 

1995 年の創業以来、「より便利な、より快適な、より安全なインターネットライフに貢献していく」を企業理念とし、有害情報の閲覧を制限する 

Web フィルタリングソフトを開発、以来企業・公共・家庭向けに情報セキュリティ製品を提供しております。 

東京都千代田区大手町 1-5-1大手町ファーストスクエア ウエストタワー14F ▶URL: https://www.daj.jp/ 

＜本リリースに関するお問い合わせ＞ 

デジタルアーツ株式会社 広報担当 石井   TEL  : 080-8750-0425 / E-mail : press@daj.co.jp 

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴う在宅勤務実施中のため、お電話でのお問い合わせは上記とさせていただきます。 
 
※ デジタルアーツ、DIGITAL ARTS、i-FILTER、info board、Active Rating System、D-SPA、NET FILTER、SP-Cache、White Web、ZBRAIN、クレデンシャルプロテ

クション、ホワイト運用、m-FILTER、m-FILTER MailFilter、m-FILTER Archive、m-FILTER Anti-Spam、m-FILTER Anti-Virus、m-FILTER File Scan、Mail 
Detox、m-FILTER EdgeMTA、EdgeMTA、FinalCode、i-フィルター、DigitalArts@Cloud、Desk@Cloud、Desk、Dアラートおよび D コンテンツその他の弊社・弊社
製品関連の各種名称・ロゴ・アイコン・デザイン等はデジタルアーツ株式会社の登録商標または商標です。 

※ その他、上に記載された会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

https://download.daj.co.jp/temp2/?name=handbill_ifatcloud_AV_SB_OP.pdf
https://download.daj.co.jp/temp2/?name=handbill_mfatcloud_AV_SB_OP.pdf
https://www.daj.jp/
mailto:press@daj.co.jp

